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〜産業⽤地のスムーズな情報検索・マッチングツールを開発したい︕〜
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１. 実証実験の概要
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実証実験の⽬的・背景と実証内容
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【⽬的】
◇産業⽤地情報のスムーズな収集・管理・提供による企業と不動産会社との効率的なマッチング⽀援
◇県職員が企業と不動産会社間を仲介していることで発⽣する業務負荷(調整負荷・時間過⼤)の軽減

実証実験実施︕

協議の結果、
今回は⾒送り

◆課題の背景

・約500件程度の産業⽤地情報をExcelから職員が⽬視で探しているため、時間がかかっている。
・不動産会社は匿名で情報提供をしているため、利⽤者との直接やり取りはできず、必ず仲介が必要。

・仲介時には細かな詳細情報共有のため、やり取りを複数回実施が必要であり、時間と負荷がかかっている。

【実証内容】

①地図上で⽤地情報が検索可能な②ウェブサイトの構築
→①により利⽤者の利便性が向上し、効率的なマッチングを⽬指す。

②により職員仲介を不要とすることで、業務負荷軽減を⽬指す。

企業と不動産会社等による匿名でのチャット機能の構築
→両者の匿名性を担保しつつ、職員の負担を軽減する。



実証実験の⽬的・背景と実証内容（イメージ図）
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不動産会社
（⼟地を売りたい）⼟地を買いたい⼈

愛知県庁

不動産会社
（⼟地を売りたい）

⼟地を買いたい⼈

愛知県庁

情報提供や
問い合わせ

⼟地情報の
問い合わせ

情報を検索 ⼟地情報の提供

⼟地情報を登録、
検索できる

・⽬視でデータ確認が⼤変
・何度も仲介が必要
→情報提供や仲介がスムーズ
に⾏えない

・データ検索が簡単に
・仲介不要
→スムーズな情報収集・管理
・提供と効率的マッチング

ウェブシステム構築
あいち産業⽤地
マッチングシステム



開発したシステムの概要
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検索機能
地図表⽰機能

詳細表⽰機能

◆ WEB上で産業⽤地を検索することができるシステムを作成



検索機能
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◆検索機能によって、産業⽤地を絞り込むことが可能

検索条件を
変更する…

(✔を外してみると…)

絞り込みが可能︕
(外した地域が消える)

絞り込みが可能︕
(外した地域が消える)



地図表⽰機能
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◆地図上に表⽰し、周辺環境を⼀⽬で確認することが可能

どの通りに
⾯しているか︖

駅からの距離は︖
周辺に何があるか︖



詳細表⽰機能
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◆気になる物件については、より詳しい情報を確認することが可能

詳細を確認したい
場合クリック

物件の詳しい情報
が確認できる



⼯夫したポイント

◆操作性の⼯夫
・操作性が⾼い、ストレスフリーなデザインを⽬指した。

・地図表⽰など、直感的に情報が⼿に⼊りやすい形式を⽬指した。

◆地図での表⽰⽅法の提案
・表⽰⽅法を複数案提⽰し、納得のいく形を⽬指した。
・提案時に、右図のように実際の画⾯イメージを複数作成し、

実装時の具体的なイメージがわきやすいようにした。
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複数案提⽰時の
資料
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◆アンケート・インタビューの実施
システムの利⽤者へアンケート、またはインタビューの実施を⾏い、
使⽤感や改善案などの意⾒を集めた。

期 間 2022年12⽉中旬〜2023年1⽉上旬

⽅ 法 訪問・電話によるインタビュー
またはアンケート⽤紙による回答

対 象
※内訳

企業、不動産会社、市町村など 16社
※企業:4、⽤地情報提供者:5、市町村:3
その他（⾦融機関、コンサル、県企業庁）:4

主な内容
・回答者について（年代、役職等）
・システムの操作性について
・⽤地情報の検索について
・システムの利⽤意向について

⽬標・ＫＰＩ

◆アンケート・インタビューの概要



２. 実証実験の結果
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◯…良い点、▲…改善点
【①地図上での⽤地情報検索について】
◯ ︓直感的に操作が可能で使いやすい。（不動産会社）
◯ ︓画⾯の⾒やすさ、操作のしやすさについては概ね満⾜。（複数回答）
▲ ︓物件情報が増えてきたら探しにくくなると思うので、不動産業者で選ぶなどの機能があると良い。（⾦融機関）
▲ ︓より詳細な絞り込み検索、テキスト検索（エリア、キーワード、購⼊or賃貸など）が欲しい。（コンサル）
▲ ︓テキスト検索が欲しい等、検索のしやすさについてはやや不満。（複数回答）

【②ウェブサイト構築について】
◯ ︓情報収集の選択肢が増えるので良い。(複数回答)
◯ ︓匿名性を保ったままマッチングしてくれるのはありがたい。（コンサル）

▲ ︓情報量が多くないと活⽤は難しい。(企業)
▲ ︓従来は県職員が介在しており情報漏洩のリスクが少ないので情報提供していた。

システム化することで同業他社に情報が漏れてしまうため情報提供は難しくなる。(不動産会社)
▲ ︓⾏政が運営するウェブサイトとして、公平性・正確性を保つ必要がある。(市町村)

アンケート・インタビューの結果（概要）
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■地図上での⽤地情報検索
・企業等が⾃ら地図上で⽤地情報を検索できる点
が好評であった。

・視覚的に分かりやすく、直感的に操作ができる
ため、⼀定の評価が得られた。

・実際の利⽤者の意⾒を聞くことで、追加で必要
な機能（物件詳細情報の横並び⽐較やお気に⼊
り登録機能等）について把握することができた。

・検索機能の表⽰⽅法、検索項⽬については、今
後も⼗分な検討が必要であることがわかった。

検索機能

実証実験で得られた成果
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実証実験で得られた発⾒

■物件情報収集の困難さ
・⽤地を探す企業は掲載情報の多さ、内容の鮮度を求めていたが、⽤地情報を提供する不動産会社等
は他社への情報漏洩を最も危惧していた。

⇒掲載する⽤地の情報量が重要である⼀⽅、ウェブサイト構築により⽤地情報収集が困難になると
いうことが分かった。

現在情報収集が出来ているのは・・・（理由）

県職員が企業と不動産会社間を仲介することで「情報の秘匿性」を保つとともに、

⾏政がマッチング⽀援を⾏っているという「信頼性」があるため、不動産会社は⽤地情報を県へ

提供している。

↓ システム化することで

不特定の⼈が⽤地情報を⾒る可能性があり、「情報の秘匿性」が保たれなくなってしまう。



３. 今後の展望と課題
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実証実験を踏まえた今後の展望
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◆「情報の秘匿性」と「信頼性」が保たれたシステムの構築
・業務負荷を軽減するため職員の仲介を不要とするシステムの構築を⽬指していたが、職員が介在して
いることで「情報の秘匿性」と「信頼性」が保たれ、⽤地情報を収集できていることが分かった。

・県職員の仲介を全て不要とするのではなく、仲介の役割を補完するシステム構築等を⾏うことにより
多くの⽤地情報収集につなげることが必要と考える。

◆匿名チャット機能の活⽤
・住所⾮公開の⽤地情報に関しては匿名チャット機能の活⽤価値があるとの意⾒も得られた。

⽬的を達成するためには本機能も活⽤していきたい。

◆売地情報だけでなく⽤地を探す企業情報も共有するマッチング⽀援の促進
・⼀部の事業者から「⽤地を探す企業向けの情報（売地の⽤地情報）」だけでなく、「不動産会社向け
の情報（⽤地を探す企業の情報）」を求める声もあった。

・企業と不動産会社とのマッチング⽀援という観点で、両者相互の情報を共有する仕組みも構築してい
きたい。
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◆操作性・利便性の向上
・アンケート結果をふまえ、さらに使いやすく情報が⼿に⼊りやすいシステムを⽬指す。

（例︓地図からの詳細情報をポップアップで表⽰、テキスト検索を追加する 等）

・説明を追加する。
（例︓ユーザー登録時のパスワード規約や検索アイコンの意味など）

◆表⽰⽅法の⼯夫
・今後物件数が増えるにあたり、ピンが重なって必要な情報が⾒えづらくなることへの⼯夫が必要。

（例︓⼀定距離内の産業⽤地は1つのピンで表⽰し、概要を複数表⽰する 等）

◆情報管理
・⼟地情報提供者がシステム登録したものをそのまま表⽰、検索対象とすることはリスクがあるため

情報管理に注⼒する。
（例︓申請フェーズを挟み、県職員が許可したもののみ掲載するなど）

導⼊に向けてのシステム⾯での課題



４. 参考資料
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成果物

20

産業⽤地情報
登録画⾯

スマートフォン
対応

産業⽤地情報
検索表⽰画⾯



サービス/ システムの紹介

◆⾃社⼀貫体制でシステム開発をサポート

コンサルティング・要件定義・設計といった上流⼯程から
開発・運⽤保守にいたる下流⼯程まで、
⼀連のプロセスを⼀貫して⾏っております。

お客様のニーズに対し、より柔軟に対応することができ、
運⽤フェーズでのトラブルが少ない、⾼い品質のシステムがご提供できます。
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